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（その時、ラザロの）姉妹たちはイエスのもとに人をやって、「主よ、あなたの愛しておら

れる者が病気なのです」と言わせた。イエスは、それを聞いて言われた。「この病気は死で

終わるものではない。神の栄光のためである。神の子がそれによって栄光を享けるのである。」

イエスは、マルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。ラザロが病気だと聞いてからも、

なお二日間同じ所に滞在された。それから、弟子たちに言われた。「もう一度、ユダヤに行こう。」  

  さて、イエスが行って御覧になると、ラザロは墓に葬られて既に四日もたっていた。マル

タは、イエスが来られたと聞いて、迎えに行ったが、マリアは家の中に座っていた。マルタ

はイエスに言った。「主よ、もしここにいてくださいましたら、わたしの兄弟は死ななかっ

たでしょうに。しかし、あなたが神にお願いになることは何でも神はかなえてくださると、

わたしは今でも承知しています。」イエスが、「あなたの兄弟は復活する」と言われると、

マルタは、「終わりの日の復活の時に復活することは存じております」と言った。イエスは

言われた。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きる。生き

ていてわたしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。このことを信じるか。」マルタ

は言った。「はい、主よ、あなたが世に来られるはずの神の子、メシアであるとわたしは信

じております。」 

（イエスは）心に憤りを覚え、興奮して、言われた。「どこに葬ったのか。」彼らは、「主

よ、来て、御覧ください」と言った。イエスは涙を流された。ユダヤ人たちは、「御覧なさ

い、どんなにラザロを愛しておられたことか」と言った。しかし、中には、「盲人の目を開

けたこの人も、ラザロが死なないようにはできなかったのか」と言う者もいた。 

  イエスは、再び心に憤りを覚えて、墓に来られた。墓は洞穴で、石でふさがれていた。イ

エスが、「その石を取りのけなさい」と言われると、死んだラザロの姉妹マルタが、「主

よ、四日もたっていますから、もうにおいます」と言った。イエスは、「もし信じるなら、

神の栄光が見られると、言っておいたではないか」と言われた。人々が石を取りのけると、

イエスは天を仰いで言われた。「父よ、わたしの願いを聞き入れてくださって感謝します。

わたしの願いをいつも聞いてくださることを、わたしは知っています。しかし、わたしがこ

う言うのは、周りにいる群衆のためです。あなたがわたしをお遣わしになったことを、彼ら

に信じさせるためです。」こう言ってから、「ラザロ、出て来なさい」と大声で叫ばれた。

すると、死んでいた人が、手と足を布で巻かれたまま出て来た。顔は覆いで包まれていた。

イエスは人々に、「ほどいてやって、行かせなさい」と言われた。 

  マリアのところに来て、イエスのなさったことを目撃したユダヤ人の多くは、イエスを信

じた。 

共同祈願 福者ペトロ岐部と 187 殉教者に取り次ぎを願う祈り 

いつくしみ深い神よ、福者ペトロ岐部をはじめ、福者フランシスコ遠山甚太郎、 

マチアス庄原市左衛門、ヨアキム九郎右衛門、福者メルキオール熊谷豊前守元直、ダミアン、 

および同志殉教者は、復活のいのちを約束してくださるあなたの愛に希望を置き、 

自らキリストの十字架を担い、その死を身に帯びる生き方を選びました。 

今、188 殉教者の取り次ぎによって祈ります。現代に生きるわたしたちが、 

どのような困難なときにも聖霊の助けに信頼し、キリストに従い、 

あなたへの道をひたすら歩むことができますように。 

また、188 殉教者のあかしが、世界に生きるすべての人の希望となるよう、 

一日も早く聖人の列に加えてください。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。 


